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もあらずの印象を受ける。166頁に示されているように、「社会の公器にふさわしい存在と
して、その使命たる医療サービスのクオリティ・アシュアランスを高めるために、医療機
関に関わる内外の利害関係者をも参画し、その利害調整、コンプライアンス、アカウンタ
ビリティなどを監視する管理体制を有する内部統制を整備した医療機関内の仕組み」とし
ての医療機関のガバナンスが、「監視体制が機能する機関設計および患者や地域住民が何
らかの形で医療機関運営に関わることのできる仕組みづくりが必要であるといえる」と結
ばれたのでは、残された課題の大きさを感じさせられることになる。
　医療機関における内部統制についての検討においても、著者はアメリカに範をとり、内
部統制研究の定番である COSOに依拠して議論を進める。COSOの議論は監査論研究者
にとっては得意分野なので、医療事故や医療過誤に代表される医療機関のリスクマネジメ
ントについての検討は、詳細にわたるものの、理解は困難ではない。しかしながら、医療
機関のガバナンスにとって、外部監査の存在は非常に重要であって、医療機関の透明性向
上には、機関設計による内部統制機構と外部監査などによる外部統制機構を含めた一体と
してのガバナンス体制の構築が必要である（198頁）、と結論づけられると、これに関して
も残された課題の大きさを感じさせられることとなるのである。
　終章では、本書における著者の主張を簡潔にまとめ、わが国の医療機関における「所有
と医療の一致」が会計、監査、ガバナンスに多くの弊害をもたらしていることを認めつつも、
アメリカ方式の欠点も見据えたうえで、「わが国の所有と医療の一致を残しつつ、米国に
おける監査制度およびガバナンス機能を導入することにより、わが国医療機関における閉
鎖性、不透明性を解消すべき」（201頁）と著者は主張する。中でも、アメリカでの医療機
関を取り巻く利害関係者を意識した情報公開と監査の強制的な実施のあり方、診療報酬に
対する審査制度と外部監査の連携、医療コスト報告書制度などを積極的にわが国に導入し
てわが国の制度と融合させることを通して、わが国の医療機関のガバナンスと監査を改革
し、もって、医療機関そのものの安心性の向上を図ることの必要性を強く訴えるのである。
Ⅲ　むすびにかえて
　本書を通して、著者は、わが国の医療機関の現状を分析したうえで、アメリカにおける
医療機関の外部監査とガバナンスを紹介し、わが国の医療機関にとって外部監査と内部統
制との連携のとれたガバナンス体制の構築の必要性について熱く論じている。
　読後感をひと言でいえば、医療機関の外部監査とガバナンスの重要性については熱く語
られているものの、残念ながらその体系化には至らなかった、という未達成感を感じたと
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いうことである。第１部の勢いは、アメリカでの議論を紹介する第２部に入るとお手本の
紹介色が強くなる。さらに第３部に入ると、営利組織体におけるガバナンスと内部統制と
いう得意分野の応用色が強くなるのである。
　しかし、このことは決して本書の価値を下げるものではない。著者の年齢に比して山が
大きかったにすぎない、と評者は考えている。近年、ともすれば低い山を征服して満足し
ている研究者が見られる中にあって、冒頭に書いたように、困難さの予見されるテーマに
果敢に挑戦し、出版にまでこぎ着けた著者の研究者としての姿勢あるいは良心を高く評価
したい。
　今日、監査論研究の主たる対象となっている財務諸表監査のルーツをたどれば、ヨーロッ
パ各国に古くから存在した受託監査の考え方が株式会社という仕組みに応用されたものだ
ということが分かる。さらにルーツをたどれば、古代の都市国家における為政者の説明責
任とその解除の重要性の認識にまで遡ることができる。このような古くから存在してきた
考え方が中世の荘園や冒険貿易に応用され、さらにそれが産業革命以降、株式会社に適用
されたのである。つまり、それぞれの時代において社会的に重要な責任を担っていた人び
とや組織における説明責任とその解除にとって、監査は必須のものだったのである。
　とすれば、大規模株式会社の社会的責任とその説明責任の重要性が高まっているのと同
様に、今日、医療機関についてもそれらの重要性が高まっていることは論をまたない。医
療機関が社会的公器としての責任を果たすためには、自身の公益性を明確に認識すると同
時に、医療機関が公益に資する社会的責任を果たしているかどうかを検証するシステムを
構築することは極めて重要なのである。
　著者には、文献上の研究に加えて、実際にアメリカやイギリスの医療制度およびそれを
めぐるガバナンスと監査を自分の目で確かめ、それを作り上げていく社会的基盤を考察し
てほしい、と切に思う。そのことによって、監査というものが決して株式会社の財務諸表
監査の枠内に収まるものではないということが分かるであろうし、そのことが分かれば、
監査論の研究対象の広がりとコアの部分の大きさが見えてくるはずである。
　さらに、その先には、現在、監査の真空地帯となっているパブリックセクターの監査が
視野に入る。パブリックセクターの各部門が自己点検・評価を行い、第三者による監査を
受けた結果を公開することは、主権者としてのわが国の国民にとって極めて重要な意味を
持っているのである。
　本書は、わが国において監査が必要な領域を掘り起こすとともに、著者の監査論研究の
方向性を明確に示したという点において、高く評価できる好著である。
